
自
治
連
か
ぬ
ま

発
　
行

編
　
集

事
務
局

鹿
沼
市
自
治
会
連
合
会

同
　
広
報
部
会

市
民
部
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
内

（
☎ 

六
三―

二
二
六
〇
）
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自
治
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
自
治
会
の

運
営
及
び
活
動
に
対
し
て
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
連
合
会
役
員
改
選
に
よ
り
、
連
合

会
長
と
い
う
大
任
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
鹿
沼

市
自
治
会
全
体
を
代
表
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
連
合
会
長
の
任
を
果
た
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
の
闘
い
と
並

行
し
て
、
世
界
で
は
依
然
と
し
て
紛
争
が
続
き
、

社
会
不
安
が
絶
え
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
自
治

会
連
合
会
と
し
ま
し
て
も
、
目
の
前
の
激
動
す
る

社
会
へ
の
不
安
と
戦
う
決
意
を
固
め
、
令
和
五
年

度
の
活
動
方
針
を
「
変
化
を
捉
え
、
共
に
進
む
自

治
会
」
と
し
、
方
針
に
よ
る
活
動
が
地
域
力
を
強

化
し
、
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現
に
つ
な

が
る
よ
う
、
社
会
情
勢
に
応
じ
た
部
会
活
動
の
充

実
な
ど
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
自
治
会
を
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

年
々
地
域
の
絆
が
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
社
会
情
勢

の
中
、
今
年
度
は
多
く
の
地
域
で
イ
ベ
ン
ト
等
の

再
開
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
会
員
の
皆
様
も
期
待

に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
よ

る
新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同

様
の
開
催
形
態
で
の
実
施
が
困
難
な
こ
と
も
あ
る

こ
と
か
ら
、活
動
方
針
に
掲
げ
た「
変
化
を
捉
え
る
」

こ
と
が
我
々
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
新
た
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
設
け
る
な
ど
、
社
会
の
変
化
に
順
応
し

た
企
画
・
実
施
が
な
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
の
た
め
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

 
鹿
沼
市
自
治
会
連
合
会

　

会　

長　

　

 

小
　
林
　
俊
　
明

ご
あ
い
さ
つ

令
和
五
年
度
役
員
の
紹
介

小
林　

俊
明

吉
井　

和
夫

人
見　
　

功

毛
塚　

欣
伸

徳
田　

正
雄

瓦
井　

圭
一

福
田　

恭
久

黒
川　

英
一

秋
澤　

克
男

畠
山　
　

茂

仲
田　
　

隆

上
澤　

利
行

矢
口　

有
良

石
澤　

重
雄

善
林　
　

栄

須
藤　
　

宏

山
市　

富
夫

岡
本　

進
一

役
職　
　

 

氏　

名　

  

自
治
会
名　

  

氏　

名　

  

自
治
会
名

会　

長

副
会
長

会　

計

理　

事

監　

事

下
久
我

三
幸
町

千　

渡

下
永
野

坂
田
山

下
材
木
町

貝
島
町

天
神
町

下
武
子
町

上
日
向

上
奈
良
部
町

西
大
芦
３
区

松　

原

緑
町
２
丁
目

南
上
野
町

中
粕
尾

御
成
橋
町

日
渡
路 

木
村　

剛
考

鈴
木　

節
也

熊
倉　
　

操

黒
浜　

利
夫

尾
竹　

修
一

御
子
貝
哲
也

産
形　
　

剛

関
口　

正
一

関
根　

和
宏

大
貫　

勝
弘

星
野　

晴
男

備
仲　

征
二

小
島　
　

実

青
木　

芳
夫

秋
澤　
　

久
朝
日
町

磯　

町

西
沢
町
１
区

寺　

町

府
所
町

睦　

町

武　

子

村
井
町

板
荷
３
区

白
桑
田

幸
町
２
丁
目

西
茂
呂
南

中
粟
野

久　

野

藤
江
町



　

・
日
時　

令
和
五
年
五
月
二
三
日
（
火
）

　

・
会
場　

鹿
沼
商
工
会
議
所
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル

　

・
総
会
出
席
者　

自
治
会
長
83
名

議  

事

　

議
案
第
一
号　

令
和
四
年
度
事
業
報
告
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　

て

　

議
案
第
二
号　

令
和
四
年
度
収
支
決
算
の
認
定

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　

議
案
第
三
号　

令
和
五
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　

議
案
第
四
号　

令
和
五
年
度
収
支
予
算
（
案
）

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　

議
案
第
五
号　

役
員
改
選
（
案
）
に
つ
い
て

　
　

以
上
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
可
決
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　　

多
年
に
わ
た
り
自
治
会
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
に
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
★
自
治
会
連
合
会
感
謝
状

　
★
自
治
会
連
合
会
表
彰

定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

総会会場の様子

表彰者代表あいさつ

★
鹿
沼
市
感
謝
状

◆
令
和
五
年
度
沼
市
自
治
会
連
合
会

　
　
感
謝
状
贈
呈
・
表
彰
者
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治
会
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保

横
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井
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道
廣

（
故
）鈴
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昇

（
故
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菅
昭
八
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葉 

利
一

岩
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新

小
太
刀 
誠

鈴
木 　

操

金
田 

清
一

谷
澤 

享
司

松
本 

慶
子

（
故
）山
登
和
美
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栄
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２
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目

日
吉
町
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令
和
五
年
度
は
こ
の
活
動
方
針
の
も
と
、
住
民

や
単
位
自
治
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
急

速
な
時
代
の
変
化
と
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ

た
新
た
な
地
域
の
絆
の
在
り
方
を
模
索
し
、
地
域

に
お
け
る
共
助
体
制
の
強
化
と
、
地
域
課
題
の
解

決
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
事
業
を
行
う
た
め
、
今
年
度
事
業
の
努
力

目
標
を
次
の
よ
う
に
掲
げ
、
具
体
的
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
①
共
に
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う

　
②
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う

　
③
若
者
・
子
ど
も
の
声
を
取
り
入
れ
よ
う

　
④
地
域
づ
く
り
と
子
育
て
・
高
齢
者
環
境
の
充

　
　
実
を
図
ろ
う

　
⑤
学
習
環
境
の
充
実
を
図
ろ
う

〇
愛
知
県
刈
谷
市
議
会
行
政
視
察
の
受
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
五
年
一
月
十
七
日

　

自
治
会
加
入
促
進
特
別
委
員
会
の
委
員
が
、
愛

知
県
刈
谷
市
議
会
よ
り
四
名
の
議
員
の
行
政
視
察

を
受
け
入
れ
、「
自
治
会
加
入
促
進
特
別
委
員
会
」

の
取
り
組
み
や
令
和
四
年
度
に
作
成
し
た
「
自
治

会
加
入
促
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
活
用
等
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
全
国
的
に
自
治
会
加
入
率
が
低

下
す
る
中
、
加
入
促
進
事
業
は
大
変
重
要
な
取
り

組
み
で
あ
り
、
お
互
い
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

〇
令
和
五
年
度
新
任
自
治
会
長
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
五
年
六
月
二
十
日

　

自
治
会
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
新
任
自

治
会
長
を
対
象
に
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
会
で
作
成
し
た
「
自
治
会
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を

テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
自
治
会
の
運
営
や
市
か
ら
自

治
会
へ
の
支
援
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
市
担
当
者

か
ら
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
自
治

会
加
入
促
進
特
別
委
員
会
で
作
成
し
た
「
自
治
会

加
入
促
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
手
引
き
に
委
員
長
の

吉
井
会
長
よ
り
自
治
会
の
加
入
促
進
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
、
頻
発

す
る
大
規
模
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
重
要
性
の

高
ま
っ
て
い
る
防
災
対
策
に
つ
い
て
危
機
管
理
課

よ
り
「
自
治
会
に
お
け
る
災
害
時
の
対
応
」
や
、

厚
生
課
よ
り
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
」

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
四

十
一
名
の
新
任
自
治
会
長
が
ご
着
任
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
研
修
や
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
を
ご
活
用
い

た
だ
き
、
今
後
の
自
治
会
の
円
滑
な
運
営
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。
当
会
と
し
て
も
地
域
振
興
の
た

め
に
引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

活
動
方
針

「
変
化
を
捉
え
、
共
に
進
む
自
治
会
」

　

自
治
会
は
、
市
民
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
自
治

会
費
に
よ
り
活
動
し
て
い
る
自
主
組
織
で
す
。

私
た
ち
が
生
活
す
る
地
域
を
よ
り
よ
い
も
の
に

す
る
た
め
に
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
地
域
福
祉
活
動
や

地
震
や
水
害
な
ど
の
災
害
時
の
自
主
防
災
活
動

を
は
じ
め
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
楽
し
み
な
が
ら
住
民
相
互
の
絆
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
親
睦
事
業
な
ど
も
実
施
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
加
入
い
た
だ
き
、
各

種
活
動
へ
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

〜
強
く
、柔
和
な
地
域
社
会
を
目
指
し
て
〜

活
動
報
告

自
治
会
活
動
へ
の
ご
協
力
を

　
　
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
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北
押
原
地
区
は
鹿
沼
市
街
地
の
南
部
に
位
置
し
、
村
井
町
、
上
殿
町
、　

樅
山
町
、
塩
山
町
、
奈
佐
原
町
、
日
光
奈
良
部
町
、
下
奈
良
部
町
、
上
奈

良
部
町
、
み
な
み
町
の
九
つ
の
自
治
会
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
街
地
化
が
進
行
し
な
が
ら
も
田
園
地
域

が
ま
だ
残
っ
て
い
る
環
境
で
、
市
街
化
区
域

及
び
国
道
２
９
３
号
線
沿
い
や
、
み
な
み
町

の
住
宅
地
の
周
辺
に
も
農
家
が
点
在
し
て
い

ま
す
。

　

産
業
は
、
農
業
中
心
で
、
水
稲
の
ほ
か
、

い
ち
ご
、
に
ら
、
里
芋
の
生
産
が
盛
ん
で
あ

り
、
首
都
圏
農
業
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
内
の
伝
統
文
化
と
し
て
、
子

供
の
健
や
か
な
成
長
の
祈
願
で
あ
る
「
生
子

神
社
の
泣
き
相
撲
」
や
奈
佐
原
宿
で
生
ま
れ

た
人
形
浄
瑠
璃
の
「
奈
佐
原
文
楽
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

当
協
議
会
は
、
こ
れ
ら
の
産
業
や
誇
れ
る

文
化
の
保
護
継
承
も
含
め
、
地
区
内
の
各
種

団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
主

な
活
動
は
、
敬
老
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
、
地
域
住
民
、
各
種
団
体
や
行
政
と
の

連
携
を
密
に
し
、
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

地域情報サイト「鹿沼市デジタル・コミュニティ推進協議会NEO」

北
押
原
地
区

北
犬
飼
地
区
　

人　

口
・
・
・
一
〇
、
七
二
一
人

世　

帯
・
・
・
四
、
一
二
一
世
帯

自
治
会
・
・
・
九
単
位
自
治
会
（
村
井
町
・
上
殿
町
・

　
　
　
　
　
　

樅
山
町
・
塩
山
町
・
奈
佐
原
町
・

　
　
　
　
　
　

日
光
奈
良
部
町
・
下
奈
良
部
町
・

　
　
　
　
　
　

上
奈
良
部
町
・
み
な
み
町
）

　

北
犬
飼
地
区
は
、
宇
都
宮
市
と
壬
生
町
に
隣
接
し
、
鹿
沼
I
C
や
国
県

道
な
ど
の
交
通
の
利
便
性
も
高
く
、
工
業
団
地
な
ど
の
産
業
集
積
地
の
ほ

か
、
花
木
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
、
産
業
・
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
の
「
鹿
沼
市
の

玄
関
口
」
と
し
て
人
や
モ
ノ
が
行
き
交
う
交
流
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
内
出
身
の
歌
人
「
半
田
良
平
」
の
生
家
の
ほ
か
、
地
区
内

に
は
歌
碑
が
点
在
し
、
そ
れ
ら
歴
史
的
資
源
を
活
か
し
た
様
々
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
歴
史
と
文
化
の
薫
る
地
域
で
す
。

　

定
期
的
に
自
治
会
長
会
議
を
開
催
し
、
各
地
域
の
情
報
交
換
や
課
題
を

協
議
し
、
お
互
い
に
意
見
・
助
言
を
行
い
、
地
域
の
課
題
解
決
、
各
種
活

動
の
方
向
性
を
定
め
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
団
体
も
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
活
動
を
勢
力
的
に
行
っ

て
お
り
、
地
域
福
祉
の
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
住
民
と
の
「
ふ
れ
あ
い
」
を
大
切
に

し
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

人　

口
・
・
・
九
、
二
二
六
人

世　

帯
・
・
・
三
、
六
七
九
世
帯

自
治
会
・
・
・
八
単
位
自
治
会
（
上
石
川
１
区
・

　
　
　
　
　
　

上
石
川
２
区
・
茂
呂
・
白
桑
田
・

　
　
　
　
　
　

深
津
・
下
石
川
・
池
ノ
森
・
松
原
）

検 索 鹿沼市デジコミ

地
区
の
特
徴

協
議
会
等
の
活
動

地
区
の
特
徴

協
議
会
等
の
活
動

自治会協議会紹介自治会協議会紹介

▲半田良平の歌碑

▲深津のザゼンソウ群落

▲奈佐原文楽 ▲生子神社の泣き相撲


